
地域住民の積極的な関与によって定路線乗合輸送とカーシェアリングの一体的な運用を実現し、その持続可能性を
確保することで、郊外居住者の外出支援および同地域におけるソーシャルキャピタルの醸成に寄与する。
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住民参加型ハイブリッド・モビリティシステムの開発

横浜国大ＣＯＩと名古屋ＣＯＩとの連携による
「住民参加型ハイブリッド・モビリティシステム」の開発

Resident participation-based Hybrid Mobility System for revitalization of suburban area

特⻑ •誰もが利⽤できる包摂性
•予約不要かつ⾼頻度

課題 •サービス供給コストの節減

特⻑ •住⺠主体のローコスト運営
•ICT活⽤のマッチングシステム

課題 •担い⼿確保、需要の拡⼤

特⻑ •協調利⽤による低事故リスク
•乗り継ぎ空間の多機能性

課題 •事業収益性の向上

• 定路線乗合運送とカーシェアリングの一体的運用

• 地域住民自らの手による乗合運送サービスの提供

• アプリ活用によるマイルドな需給マッチング

「住民参加型ハイブリッド・モビリティシステム」

マイカー相乗り支援
「あすけあいカー」

（名古屋COI ）

高頻度小型乗合輸送
「協働・共有型モビリティ」

（横国COI ）

郊外型カーシェアリング
「協働・共有型モビリティ」

（横国COI ）

住民の積極的関与による
サービス供給コストの節減

乗合輸送との一体化による
経済効率性の向上

乗合（1 対 多）
需給マッチング

相乗り（1 対 1）
需給マッチング

プロジェクトの全体構想と本支援期間での取り組み
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より汎用性の高い
モデルへの進化

システムの拡張と
他地域への展開

有効性検証と
協働体制の構築

両拠点のビジョン
実現への寄与
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第１段階
（H29）

第２段階
（H30以降）

第３段階
（～H33）

1.横浜を中心としたフィージビリティスタディ（市場分析）

2.横浜郊外の集合住宅団地（UR）における実証実験

H29年度
達成目標

住民参加型ハイブリッド・モビリティシステムの概要
フィージビリティスタディ（市場分析）

居住地域と交通手段の関係

フィージビリティスタディ（市場分析）
都市課題の縮図としての郊外住宅団地

具体の場所における提案システムの実装イメージ

集約性の高い

交通需要を担う

集約性の低い交通需要を担う

（あると）
いいな !
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住民がアプリで
運行期待日時を投票

ニーズ
可視化

住民が運転者に立候補

カーシェアリング車両

運行時間を任意に決定

自主的な判断

カーシェア車両で

乗合輸送を実施

集合住宅団地 (UR)
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自家用車削減

見守り、防犯

コミュニティ強化

• 鉄道駅から離れるほど、日常の移動における自家用車への依存が高まる

2km未満 2-5km 5km以上

徒歩

自転車

鉄道

バス

自家用車

その他

駅からの距離帯別人口密度および交通手段構成比
（神奈川県, H22）

出典：
平成20年東京都市圏
パーソントリップ調査

注． 寄り駅までの距離は、各小地域の図心からの経路距離

自宅発の移動における
自家用車利用率（横浜市, H20）

• 高齢化、移動制約、コミュニティの希薄化、施設の老朽化、若い世代の流出

【Ｘ団地】
戸数 961
人口 1,360（推計）
高齢化率 約38%

寄り駅まで 約3.0 km

横浜市UR賃貸住宅団地の高齢化率と
寄駅までのアクセス距離 （N=105）

自動車利用可能性別の平均移動回数
（東京・神奈川, H20 ）

【Ｘ団地】

寄り駅

乗合の運行ルート
一周約 4.9 km（20 分）

戸数： 961戸

推計人口：約 1,360 人

自動車を自由に使えない層の割合

（免許がない or 自分用の車がない）

： 居住者の約 50 ％

潜在需要者（マーケット）

＝1,360 × 0.50 ＝ 680 人

運転の潜在的担い手： 約 680 人

潜在需要者 150※名に対し、

１台の車両で乗合サービスを提供

→ 694 ÷ 150 ＝ 約 5 台 設置

※ 150 人が2日に1回、1日1往復のトリップ：75 往復トリップ/日

4人の運転者が 2 h ずつサービス → 8h サービス × 3便/h ＝24 往復便 → 75 ÷ 24 ≒ 3人/便 乗車


